
・学習習慣：家で１日３０分以上の割合

・学校の成績：真ん中より上の割合

・服や靴：季節やサイズの合ったものをたくさん持っている割合

・ロールモデル：身近に将来あのようになりたいと思える人が

いる割合

・やりたいこと：やりたい習い事やスポーツ活動をやれている

割合

・家族からの愛情：家族から「大切な人」と

言われたことがある割合

・食事内容：家で炊いたご飯を食べている割合

・歯の本数：20本未満の割合

・体型：肥満の割合

・健康診断：未受診者の割合

・友達がたくさんいる：いると思う

・体力に自信がある：あると思う

・勉強が得意な方だ：そう思う

・人並みの能力がある：そう思う

・駄目な人間だと思うことがある：そう思う

【子ども】
貧困
非
・学習習慣：家で１日３０分未満の割合
貧困
88.1％
・学校の成績：真ん中より下の割合

・歯磨き：１日１回以下の割合

非貧困

・起床時間：午前７時過ぎに起床する割合
貧困非貧困

・就寝時間：午後１２時過ぎに就寝する割合
非貧困

・食事の欠食：朝食を毎日取らない割合

非貧困貧困
・食事内容：夕食にカップ麺などの

インスタント食品を食べている割合

非貧困

・自分の部屋：持っていない割合

・家で植物を育てる経験：経験がない割合

・宿泊の家族旅行経験：経験がない割合

・心から尊敬できる人：尊敬できる人がいない割合

・相談できる人：悩みごとを相談できる人がいない割合

「経済的貧困」の傾向

貧困 非貧困

学習習慣が無く，
学力が低い傾向

生活習慣が
乱れている傾向

物や体験・経験，
人とのつながりに
恵まれていない
傾向

「関係性の貧困」の傾向 課題の要因

厚生労働省 平成26年度
「国民健康・栄養調査(20歳以上）」

子どもの普段の生活は，基本的には親の考えや行動により決まるものであることから，「関係性の貧困」を防ぐためには，親が子どもに関心を持ち，
愛情を与えられるよう「親の意識」を変えることが必要・・・❹

家庭の養育力の低下などから，親だけが子どもを守り育てるのだけでなく，子どもが過ごす学校や地域など「地域全体で見守る」ことが必要・・・❺

子ども

家庭

世帯所得200万円↓ 世帯所得600万円↑

男性 33.9％ 20.3％

女性 31.2％ 25.8％

地域

「関係性の貧困」の子どもは
「自己肯定感※」が低い

※独立行政法人国立青少年教育振興機構と
同一の「自己肯定感」に係る設問（上記）により把握

学習習慣や生活習慣などの「関係性の貧困」は親から子に連鎖
する。

別紙１「子どもと子育て家庭等に関する生活実態調査」（アンケート調査）結果

子どもが
学習習慣を付け，
学校の成績が
高められるよう
「家庭学習の支
援」が必要・・・❶

子どもが
経験・体験や
人とのつながり，
やりたいことが
できるよう
「機会を提供する
支援」が必要
・・・❷

子どもの
食習慣などの
生活習慣を整え，
健康問題を引き
起こさないよう，
「健康（生活習慣）
に対する支援」が
必要・・・❸

世帯所得200万円↓ 世帯所得600万円↑

男性 38.8％ 25.6％

女性 26.9％ 22.3％

世帯所得200万円↓ 世帯所得600万円↑

男性 42.9％ 16.1％

女性 40.8％ 30.7％

「経済的貧困」家庭の子どもに対し，「関係性の貧困」にならないよう「経済的支援」が必要

「経済的貧困」家庭の子どもは
「関係性の貧困」になりやすい。

「経済的貧困」家庭でなくても
「関係性の貧困」になる
子どもが存在する。

貧困 非貧困
88.1％

11.9％

非貧困の
18.1％

貧困の
35.1％

貧困 非貧困
非貧困の
21.0％

貧困の
39.8％

貧困 非貧困
貧困の
27.5％

非貧困の
11.5％

貧困の
21.4％

非貧困の
15.4％

貧困の
20.4％

非貧困の
15.9％

貧困の
20.4％

非貧困の
9.6％

貧困の
18.4％

非貧困の
4.5％

貧困の
38.8％

非貧困の
19.3％

貧困の
40.8％

非貧困の
20.2％

貧困の
29.6％

非貧困の
8.0％

貧困の
35.7％

非貧困の
19.3％

貧困の
23.5％

非貧困の
10.4％

自己肯定感高 低
68.8％ 31.2％

自己肯定感高 低自己肯定感高
の84.4％

自己肯定感低
の70.1％

自己肯定感高 低

自己肯定感高 低

自己肯定感高 低

自己肯定感高 低

自己肯定感高 低

自己肯定感高 低

自己肯定感高
の50.0％

自己肯定感高
の63.5％

自己肯定感高
の69.8％

自己肯定感高
の79.2％

自己肯定感低
の19.5％

自己肯定感低
の47.1％

自己肯定感低
の51.7％

自己肯定感低
の64.4％

自己肯定感低
の85.1％

自己肯定感低
の82.8％

自己肯定感高
の93.8％

自己肯定感高
の87.0％

関係性の貧困 非貧困

68.6％ 83.3％

関係性の貧困 非貧困

51.1％ 63.1％

関係性の貧困 非貧困

37.6％ 64.8％

関係性の貧困 非貧困

61.7％ 74.3％

関係性の貧困 非貧困

63.8％ 52.0％

関係性の貧困 非貧困

14.8％ 8.1％

関係性の貧困 非貧困

66.3％ 76.4％

関係性の貧困 非貧困

52.6％ 65.6％

関係性の貧困 非貧困

66.5％ 79.8％

関係性の貧困 非貧困

70.0％ 59.2％

・将来に不安を感じている：そう思う

・勉強しなくても将来困らない：そう思う

・他人に負けないように頑張る：そう思う

・将来のはっきりした目標をもっている：

持っている

・自分の希望はいつか叶う：そう思う

子：現在，学習習慣が無い割合
親：子どもの頃，学習習慣があった場合 無かった場合

子：歯磨きの習慣が無い割合
親：子どもの頃，歯磨きの習慣があった場合 無かった場合

貧困の連鎖（親から子）の一例

貧困の
21.6％

非貧困の
27.8％

貧困の
25.7％

非貧困の
21.9％

貧困層では，親が習慣が無かった場合，子どもにも習慣が無い傾向が見られる。

⇒貧困層では，学習習慣について親から子への連鎖の傾向が見られる。

貧困の
12.5％

貧困の
34.6％

非貧困の
6.1％

非貧困の
23.1％

貧困／非貧困に関わらず，親が習慣が無かった場合，子どもにも習慣が無い傾向が

見られる。⇒歯磨きの習慣について親から子への連鎖の傾向が見られる。


